
コ
タ
l
l
コ
ツ

、

奉
行
に
歴
任
し
て
令
名
が
あ
り
、
叉
像
技
と
し
て
狩

野
箇
を
能
〈
し
た
。
高
延
・
文
久
の
交
に
夜
。

コ
ダ
マ
シ
ョ
ウ
ケ
ン
見
去
松
軒
越
前
浪
人
で

馬
衡
に
謹
し
て
居
た
。
初
め
吉
崎
に
居
住
し
て
雄
鹿

を
飼
養
し
、
是
に
皆
具
を
仕
懸
け
て
扇
井
・
大
事
寺

へ
来
っ
て
出
た
が
、
異
形
の
放
を
以
て
爾
弁
務
の
定

か
ら
笹
め
ら
れ
之
を
厳
し
た
。
後
大
連
寺
に
来
っ
て

留
を
業
と
し
、
索
、
識
を
教
授
し
た
が
、
老
い
て
子
を

喪
ひ
、
愁
嘆
の
徐
和
歌
二
首
を
詠
じ
て
全
昌
寺
な
る

そ
の
碑
に
膨
ら
し
め
、
後
己
も
亦
こ
与
に
葬
ら
れ

た
。
亭
保
前
後
の
人
。

2
ダ
マ
シ
ョ
ウ
ジ
見
玉
小
路
金
調
仰
の
町
名
。

並
木
町
か
ら
材
木
町
六
七
丁
目
の
聞
へ
出
る
小
路
を

い
ふ
。
鍾
尾
記
に
、
務
士
児
玉
氏
の
跨
邸
が
あ
っ
た

た
め
の
稽
で
あ
る
と
見
え
る
。
明
治
四
年
四
足
戸
籍

編
成
の
時
、
小
隣
町
の
穏
を
多
分
践
し
た
が
、
児
玉
小

路
の
み
は
今
も
一
町
の
名
目
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ヨ
ダ
マ
シ
ン
児
玉
明
大
嬰
寺
務
士
。
字
は
士

敬
、
活
構
三
郎
、
旗
山
と
脱
し
た
。
児
玉
仁
右
衛
門

獲
の
三
子
で
あ
る
。
亭
和
元
年
四
用
十
六
日
に
生
ま

れ
、
二
十
六
歳
に
し
て
京
師
に
出
で
、
親
山
陽
の
泉

僕
と
な
っ
た
が
、
山
陽
頗
る
其
の
才
を
愛
し
、
心
力

を
傾
倒
L
て
之
を
教
へ
た
震
、
迭
に
雌
を
下

L
て
諸

生
に
授
く
る
に
奈
っ
た
。
山
陽
夜
後
、
慌
師
の
震
に

そ
の
害
後
題
践
を
集
め
て
一
容
と
な
し
、
之
を
慨
に

公
に
L
た
。
恨
の
筆
跡
は
山
陽
に
酪
似
し
、
款
を
厳

う
て
人
に
昂
せ
し
め
る
と
き
は
、
皆
山
陽
の
書
す
る

所
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
天
保
六
年

E
用
廿
六
日

京
に
夜
し
た
。
年
三
十
五
。
門
生
相
謀
っ
て
東
山
長

築
寺
な
る
山
陽
の
墓
仰
に
葬
っ
た
。

コ
ダ
マ
ゼ
ン
児
玉
善
大
袈
寺
務
士
。
遺
稿
仁

右
衛
門
。
簡
は
普
叉
は
家
定
、
寧
は
子
動
、
按
を
北

海
と
い
ふ
。
突
は
仁
右
衛
門
則
忠
で
、
後
に
卒
瀧
と

改
め
た
。
善
事
保
十
二
年
に
生
ま
れ
、
賃
跨
九
年
六

用
実
の
隠
棲
の
後
を
受
け
て
、
家
疎
百
武
十
石
・
官
製

ぎ
、
御
馬
廻
に
列
し
、
家
壊
や
一
俸
へ
て
指
僚
械
の
兵

法
に
精
し
く
、
抹
に

E
智
流
の
櫨
衡
に
建
し
、
老
後

名
を
恰
源
と
殴
め
、
天
明
五
年
四
周
二
十
七
日
五
十

九
践
を
以
て
夜
し
た
。

コ
ダ
マ
ソ
ウ
見
玉
鍵
大
mm
寺
務
士
。
逝
稽
仁

右
衛
門
。
仁
右
衛
門
替
の
子
で
そ
の
後
を
受
け
、

E

智
疏
槍
術
の
指
南
を
し
た
。
唆
の
提
子
に
延
が
あ

り
、
三
子
に
慣
が
あ
る
。

コ
ダ
マ
ヤ
ト
ウ
ジ
児
玉
繭
藤
次
前
回
綱
紀
に

仕
へ
た
掃
除
坊
主
児
玉
正
競
の
次
男
で
、
初
め
踊
債

と
稽
し
、
吉
徳
の
世
子
で
あ
っ
た
時
跨
聞
坊
主
脅
勤

め
た
が
漸
〈
取
立
ら
れ
、
享
保
十
五
年
に
は
新
知
百

三
十
石
を
賜
は
り
、
新
番
と
な
b
、
十
七
年
百
石
、

十
八
年
百
石
、
元
文
二
年
百
五
十
石
、
四
年
七
月
百

石
、
五
年
正
月
百
罫
.
十
石
、
同
年
十
二
周
百
石
、
覚

保
二
年
十
二
周
百
石
、
三
年
十
二
月
百
五
十
.
石
脅
加

増
せ
ら
れ
て
、
計
千
八
十
石
と
な
り
、
延
亭
二
年
・
穴

小
持
組
に
斑
せ
ら
れ
、
同
年
十
一
周
踏
廻
組
に
諮
り
、

質
隠
十
一
年
九
用
九
目
安
.
十
七
歳
に
て
授
。
共
の
子

求
馬
越
知
の
内
五
百
石
を
賜
は
っ
て
子
採
述
綿
し

た
。
護
し
捕
藤
次
は
、

-I身
の
速
か
な
る
こ
と
に
於

い
て
、
富
代
の
大
槻
朝
元
と
鍵
壁
で
あ
る
。

コ
ダ
ヤ
小
田
屋
鴎
京
都
市
志
見
郷
に
毘
す
る

部
務
。ゴ
タ
ン
ダ
亙
友
田
河
北
郡
井
上
庄
に
臨
す
る

郵
務
。ゴ
チ
タ
亙
竹

J
ア
ダ
チ
プ
チ
タ
足
立
武
竹
。

ヨ
ヅ
木
津
向
ゥ
石
川
郡
申
奥
郷
に
毘
す
る
邸

務
で
、
南
木
律
・
北
木
諸
に
分
か
れ
る
。
姓
氏
録
に
木

棒
忌
寸
が
見
え
る
か
ら
‘
そ
れ
等
の
氏
人
が
爵
た
地

か
も
知
れ
ぬ
と
す
る
設
が
あ
る
が
躍
彊
で
あ
ら
う
。

J 

ヨ
ヅ
カ
ウ
ン
ペ
イ
小
塚
雲
平
亭
保
六
年
養
父

腕
左
衛
門
の
也
知
百
五
十
石
全
襲
ぎ
、
後
預
玄
院
附

御
用
人
と
な
り
、
寛
保
元
年
京
十
石
を
加
へ
、
費
謄

十
一
年
七
十
三
銭
-P.
以
て
裂
し
た
。

コ
ヅ
カ
ゴ
ン
ダ
ユ
ウ
小
塚
権
太
夫
前
凶
利
家

に
尾
股
で
仕
ヘ
、
後
に
児
醸
右
衛
門
の
諮
跡
や
・
襲

ぎ
、
本
線
=
一
千
七
百
行
令
受
け
た
。
極
太
夫
鳥
越
・

末
森
・
踏
石
・
八
王
子
・
大
連
寺
の
諸
役
に
従
軍
し
、

功
に
よ
っ
て
漸
次
九
千
石
に
上
り
、
越
中
泊
城
ゃ
.
守

っ
た
。
臨
長
七
年
太

m長
知
の
総
に
股
し
た
後
、
大

塑
寺
械
の
守
将
に
榔
ぜ
し
め
ら
れ
た
が
、
赴
任
の
鑓

金
持
に
邸
っ
て
病
死
し
た
。
子
な
く
、
兄
秀
正
後
を

襲
ぐ
。コ
ヅ
カ
ゼ
ン
ザ
Z

モ
ン
小
塚
菩
左
衛
門
寛
文

五
年
組
尖
平
兵
衛
治
知
の
内
ご
宵
.
石
者
襲
ぎ
、
御
馬

廻
に
斑
し
、
外
作
事
奉
行
・
殴
作
奉
行
・
御
近
習
番
を

綬
て
、
元
総
九
年
御
繊
円
衆
御
節
用
揚
奉
行
に
な
り
、

同
年
百
況
十
石
宥
加
へ
た
が
、
長
樹
新
八
郎
と
口
論

し
た
服
で
、
元
隊
十
六
年
二
用
六
日
知
行
を
召
政

ち
、
安
子
と
も
能
脅
島
問
村
に
遣
は
さ
れ
、
事
保
rA

年
御
苑
、
六
年
間
七
月
朔
日
夜
し
た
。

コ
ヅ
カ
タ
タ
ミ
ノ
ス
ケ
小
塚
内
匠
助
小
塚
淡

路
秀
E
の
嫡
子
。
借
入
の
在
世
中
召
出
さ
れ
、
そ
の
先

知
究
百
石
-P.
受
け
、
慶
長
十
九
年
大
坂
の
役
に
従
ひ
、

翌
年
夏
の
役
に
流
用
サ
六
日
創
を
受
け
、
鴎
陣
の
途

中
で
死
ん
だ
。

ヨ
ヅ
カ
チ
ョ
ウ
小
塚
町
金
揮
の
鶴
町
名
。
懐

感
夜
話
に
、
様
旧
兵
臓
の
屋
政
令
・
小
海
町
揃
宗
叔
向

と
し
、
今
は
宗
叔
町
と
の
み
縛
し
て
小
海
町
と
は
言

は
ぬ
と
し
て
あ
る
。
元
来
小
塚
氏
の
邸
が
あ
っ
た
箆

の
線
呼
で
あ
る
が
、
次
に
宗
叔
町
の
一
邸
と
な
り
、

明
治
四
年
四
月
戸
籍
編
成
の
際
更
に
玉
川
町
と
殴
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

=二

O

コ
ヅ
カ
ト
ウ
Z

モ
ン
小
塚
藤
右
衛
門
仁
左
衛

門
の
嫡
男
。
弘
治
年
中
前
回
利
家
に
仕
ヘ
、
世
に
い

ふ
荒
子
衆
の
一
人
で
あ
る
。
元
緬
元
年
近
江
小
谷
の

役
、
実
正
元
年
万
根
山
の
役
に
出
陣
し
て
功
を
立
て

た
。
コ
一
年
越
前
府
中
で
二
百
石
ハ
隙
普
録
に
よ
る
。

同
緒
に
は
二
百
五
十
.
石
)
を
賜
は
り
、
利
家
が
能
m
R

に
封
を
移
し
て
か
ら
=
一
千
七
百
石
と
な
っ
た
。
後
十

一
年
柳
よ
搬
の
役
に
出
陣
し
、
四
足
利
家
の
退
却
に

際
し
、
=
一
た
び
反
m
m
し
て
途
に
之
に
死
ん
だ
。

コ
ヅ
カ
Z
ザ
Z

モ
ン
小
塚
仁
左
衛
門
前
川
利

家
の
尾
張
荒
子
に
あ
る
時
か
ら
之
に
仕
へ
た
。
隠
長

十
四
年
に
夜
し
、
長
子
藤
右
衛
門
そ
の
後
を
受
け
た
。

コ
ヅ
カ
バ
ン
シ
チ
ロ
ウ
小
塚
伴
七
部
隊
百
五

十
石
、
定
番
御
馬
廻
に
班
し
た
。
元
疎
十
二
年
九
且

廿
七
日
金
津
紺
屋
坂
下
に
於
い
て
組
外
山
本
次
太
夫

養
子
一
一
一
郎
兵
衛
と
明
嘩
の
際
、
倖
七
郎
の
従
弟
御
射

手
石
黒
平
八
と
い
ふ
者
諮
り
合
は
せ
て
助
太
万
し
、

三
郎
兵
衡
を
印
死
せ
し
め
た
が
‘
倖
七
郎
も
そ
の
夜

絶
命
し
た
。

コ
ヅ
カ
ヒ
デ
ノ
リ
小
塚
秀
得
大
現
寺
務
士
。

逝
癖
藤
十
郎
。
山
本
新
王
.
左
衛
門
の
三
男
で
、
寛
政

九
年
小
壌
藤
般
に
子
益
せ
ら
れ
、
文
化
十
一
年
六
周

家
督
相
舗
、
線
百
三
十
石
を
受
け
、
文
政
七
年
樹
木

植
裁
の
震
に
植
物
方
脅
置
〈
べ
き
こ
と
を
献
言
し
、

自
ら
植
物
方
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
次
い
で
八
年
松

奉
行
、
十
年
乗
用
水
奉
行
、
天
保
十
年
産
物
方
引
抑
制

等
に
任
じ
て
、
殖
産
興
業
の
鑓
に
癒
力
す
る
こ
と
多

く
、
安
政
五
年
致
仕
し
、
翌
六
年
十
二
周
七
十
五
践

を
以
て
渡
し
た
。
江
泊
志
稿
の
著
が
あ
る
。

ヨ
ヅ
カ
ヒ
デ
マ
ザ
小
塚
秀
正
遜
薦
入
右
衛
門
・

淡
路
。
仁
左
衛
門
の
子
で
、
櫨
太
夫
の
兄
で
あ
る
。

前
回
利
家
の
尾
践
に
民
た
時
召
脱
さ
れ
て
、
五
郎
兵

衛
安
勝
に
毘
せ
し
め
ら
れ
た
が
‘
慶
長
七
年
弟
椴
太


